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　令和２年度の巡検・セミナーについては、新型コロナ
ウイルスの状況を判断しながら実施いたします。

巡検・セミナー開催のご案内 　開催にあたっては参加の皆様の安全面に考慮した計
画といたします。再開の際は本紙・ホームページでお知
らせいたしますので、しばらくお待ちください。

▶16世紀の世界地図、総数60枚がデジタル地球儀に
　この地図の作者、ウルバーノ・モンテ（Urbano Monte、
1544〜1613）はほとんど知られていない人物だ。彼が
1587年に作成した世界地図帳は、すべてのページをばらし
てつなぎ合わせると、縦横ともに約3メートルになる。彼は
イタリア・ミラノ出身で、日本からヨーロッパへの初の公式
使節団である天正遣欧使節と、1585年7月にミラノで面会
した。同時代に西洋で製作された他の地図にはほとんど
書かれていない日本の地名がこの地図に数多く含まれて
いるのは、恐らくこのためだろう。
　有名な地図製作者のメルカトルやオルテリウスといった
先達の業績を基に、当時の最新情報も書き加えた。
　モンテの地図に特徴的なのは、球体の地球を平面地図
に投影する手法である。地図は円形で、北極点を中心に
経線が放射状に広がっている。現代では方位図法と呼
ばれる投影法だが、当時としては極めて珍しかった。モン
テは最初から1枚の地図にするつもりで作成したのだろう。
　2017年9月、デビッド・ラムゼイはこの地図を買い取っ
た。、スタンフォード図書館の「デビッド・ラムゼイ地図セン
ター」のチームは、60枚のシートをデジタル化し、一枚一
枚の地図と全体をつなぎ合わせた。地図の画像は、同セ
ンター（https://www.davidrumsey.com）でオンライン公
開（地球儀にした動画も公開）されている。
（ナショナル ジオグラフィック日本版9月6日配信を要約）

　展覧会情報は休館中や予約中の施設が多いため、
休載させていただきます。

私だけが知らなかった？
（一財）地図情報センター監事　伊藤 等

　読図の醍醐味の一つに、知識として持ち得なかった
何かを発見（私にとっては）するところにある。
　目の前にそれがあるのに気がつかなかっただけかも

知れないし、他の事に意識がいって見落としていたのか
も知れないが。

▶ またまたテレビ番組を見ていて！
　令和2年8月25日（火）18時55分からのテレビ東京「あ
りえへん∞世界」の"群馬人VS栃木人SP……"と言う番
組で、群馬・栃木の題材となる市域を示す地図が度々表
示されていくのだが、桐生市の時だけ、市域が2カ所表

モンテの世界地図をつなぎ合わせたもの

モンテの世界地図の日本部分
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示されている事に気がついた。

▶ 市域が分かれている？「え！？」と。
　とにかくGoogle Map（図1）と地理院地図（行政区画
を辿れば飛地の様子が読図できるが紙面の都合で掲載
省略②）で確認！

▶ 何でこうなったの？ ④、⑤
・明治22年（町村制施行）山田郡桐生新町を中心とす

る町村合併により桐生町、大正10年市制施行。
・昭和8年境野村、同12年広沢村、同29年梅田村、相生

村、川内村合併。
・昭和30年毛里田村唐沢地区一部編入。同34年栃木

県菱村合併、同43年栃木県田沼町入飛駒地区編入。
・平成17年新里村、黒保根村の二村を合併（図2、3）。

　新里・黒保根地区（旧二村は平成17年編入）は、桐生
市中心部とは間にみどり市を挟み飛地化。平成の大合
併以前の旧桐生市の面積（137.47km2）と、飛地として加
わった旧新里村・旧黒保根村の合計面積（137.10km2）
はほぼ同じ（⑤地勢欄、原文を一部改変）とあった。

▶ 飛地
　国内外に飛地があるのはさすがに知っていたが、ほ
ぼ同じ面積の市域が飛地とは勉強不足であった。

（2020.9）

図3　桐生・新里・黒保根の3つの地区に分かれ、平成17年の2
村の合併により市域が飛地化したとの事⑥。

図2　Web上にある「桐生市地図の画像検索結果」の図の一つ。
みどり市を挟んで桐生市が東西に位置③。

〈引用〉
①：Google Map
②：国土地理院ホームページ“地理院地図”（図は略）
③：web上の「桐生市地図の画像検索結果」より
https://www.google.com/search?sxsrf=ALeKk03OpATwy
mvhP29O4zYOFAlsA5Y6sQ:1598511685547&source=un
iv&tbm=isch&q=%E6%A1%90%E7%94%9F%E5%B8%82
&sa=X&ved=2ahUKEwiCsL6J6LrrAhWXBogKHQDQANUQ
sAR6BAgOEAE&biw=1920&bih=975#imgrc=A8CWVBlKo
kQvmM

④：桐生市役所ホームページ
http://www.city.kiryu.lg.jp/shisei/profile/1002962.html

⑤：Wikipedia 桐生市
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%90%E7%94%9F%
E5%B8%82

⑥：桐生市役所ホームページ
http://www.city.kiryu.lg.jp/shisei/profile/1002958.html

図1　桐生市域は東西2カ所（赤線内）に分かれている様に見え
る①。但し、東西共に行政区画が一つの閉鎖曲線ではない
ようにも見えるが？（他にも同様の線引きした図が散見され
るが未調査）


